













（e.g., Martin & Lefcourt, 1983 ; Nezu, Nezu, & Blissett., 1988）。特にスト
レスに対処する際にユーモアを使用するコーピングユーモアについては，多く
の実証的な研究が行われてきた（e.g., Lefcourt, 2001）。近年では，対人満足
感（Bippus, Young & Dunbar, 2011 ; Cann, Zapata & Davis, 2011）やソ
ーシャルサポート（Martin, Puhlik-Doris, Larsen, Gray & Weir, 2003 ; Mar-
tin, 2007），孤独感（Nezlek & Derks, 2001）など社会的変数との関連につい
て関心が集まっている。また，対人相互作用におけるユーモアに焦点を当てた
研究も増えてきたのに伴い，対人関係の中で使用されるユーモアのコーピング
効果（Nezlek & Derks, 2001 ; Manne, Ostroff, Sherman, Heyman, Ross, &
２５
Fox, 2004）や，対人関係におけるストレスへの対処としてのユーモア（Camp-

























































tional Humor Response Questionnaire（SHRQ，状況的ユーモア反応尺度；
Martin & Lefcourt, 1984）と Sense of Humor Questionnaire（SHQ，ユー
モアセンス尺度；Svebak, 1974）の二つの既存尺度に加え，新たに作成され











































































































可能性が指摘されている（Martin & Lefcourt, 1983 ; Martin, 2007）。こう
３１社会的相互作用におけるコーピングとしてのユーモア研究の展望
した指摘を受け，ユーモアを多側面から捉える試みの一つに，4つの下位尺度
を備えた Humor Style Questionnaire（Martin et al., 2003）の開発が挙げ
られる。この質問紙については次項で詳しく述べる。
4．対人相互作用におけるユーモア














紙（Humor Style Questionnaire : HSQ）が開発された。
ユーモアスタイル質問紙（HSQ）は 4つの因子から成り，各 8項目，計 32


























et al., 2003 ; Erickson & Feldstein, 2007）。自己高揚的ユーモアは適応的な
ユーモアとしてコーピングユーモアと概念的に近く，自己高揚的ユーモア尺度
の得点とユーモア対処尺度（CHS）の得点との間には中程度の正の相関が確







（e.g., Campbell et al., 2008）。ユーモアスタイル質問紙は多数の言語に翻訳
して使用されているが，4因子の構造は他文化においても再現されている（e.




























































































































のデータを集めたり（Nezlek & Derks, 2001），あるいは実際の相互作用場面
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